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慶應義塾大学・三田キャンパス 

    2023 年 12 月 2 日～3 日（土・日） 

 

○ 会員の方は、11 月 10 日（金）（必着）までに同封のハガキにて出欠をお知ら

せください。 

○ 非会員の方も、11 月 10 日（金）までに事前登録（本冊子の「お知らせ」欄 

をご覧ください）をお願いします。 
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            年次大会のご案内 

 

会員の皆様におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。2023 年度

年次大会のプログラムをお届けします。 

 本学会は今年で創設 50 周年を迎えました。そうした節目にあたり、ロシアによるウクラ

イナ侵略は終わりが見えず、日本を取り巻く安全保障環境も厳しさを増しています。昨年改

定された安保３文書にもとづく取り組みがなされるとともに、日米韓安全保障協力の強化

も進められています。 

 今年度はこうした情勢を踏まえつつ、大会プログラム委員会の企画による部会と会員か

らの応募を厳選した分科会に加え、本学会創設 50 周年記念シンポジウムを企画しました。 

また、特別講演では、駐日大韓民国特命全権大使の尹徳敏様をお迎えして、「北朝鮮の核・

ミサイル脅威と韓日の対応」をテーマにご講話をいただきます。 

昨年に引き続き、今回も対面式での開催となります。懇親会も 4 年ぶりに開催する予定

ですので、ぜひご参加下さい。 

最後になりましたが、今回の開催の場を提供していただきました慶應義塾大学（開催校責

任者：細谷雄一理事）と、関係各位に厚く御礼申し上げます。  

なお、プログラムは予告なく変更される場合もありますのであらかじめご了承下さい。 

2023 年 9 月 

                     国際安全保障学会 大会プログラム委員会 
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１２月２日（土） 

 

 

◆受付  南校舎５階                          ０９：３０～ 

 

 

◆セッションⅠ                       １０：００～１１：４０ 

部会① 日韓安全保障協力を振り返る―韓国ファクターから考える 

（会場 ４５５教室） 

                        責任者  千々和泰明（防衛研究所）  

報告                                            

韓国の保守系からみた日韓安全保障協力           伊藤弘太郎（法政大学） 

韓国の進歩系からみた日韓安全保障協力      冨樫あゆみ（東洋英和女学院大学） 

韓国のインド太平洋戦略と日韓安保協力への含意      李奇泰（韓国統一研究院） 

討論                        道下徳成（政策研究大学院大学） 

朴栄濬（韓国国防大学校） 

司会兼討論                        阪田恭代（神田外語大学） 

 

 

部会② 欧米の国際関係・安全保障理論と日本の国際関係・安全保障理論 

                      （会場 ４５７教室） 

責任者  久保田徳仁（防衛大学校） 

報告 

 日本における安全保障研究の潜在力―国際関係・安全保障理論のグローバル化に向けて                         

足立研幾（立命館大学） 

国際関係理論研究と定量的アプローチ―研究成果の国際的発信に向けて 

籠谷公司（中央大学） 

定性的な国際関係・安全保障理論の学際的発展―日本発の理論・概念構築に向けて                             

伊藤隆太（広島大学） 

討論                              中村長史（東京大学） 

司会兼討論                           奥山真司（多摩大学） 
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◆セッション II  （会場 南校舎ホール）          １３：１０～１４：５０  

 

特別企画 国際安全保障学会創設 50 周年記念シンポジウム 

「安全保障研究の過去・現在・未来」 

責任者  今野茂充（東洋英和女学院大学） 

コーディネーター 

赤木完爾（国際安全保障学会会長） 

パネリスト 

 神谷万丈（防衛大学校） 

村田晃嗣（同志社大学） 

宮坂直史（防衛大学校） 

森聡（慶應義塾大学） 

 

 

 

◆セッションⅢ 総会  （会場 南校舎ホール）       １５：００～１５：４０ 

 

 

 

◆セッションⅣ 特別講演  （会場 南校舎ホール）     １５：５０～１７：２０ 

 

尹徳敏（駐日大韓民国特命全権大使） 

演題「北朝鮮の核・ミサイル脅威と韓日の対応」 

司会  赤木完爾（国際安全保障学会会長） 

 

 

 

◆懇親会  （会場 西校舎中階 山食）                １７：４０～ 

電話：03-3453-5971 
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              １２月３日（日） 

 

 

◆受付  南校舎５階                        ０９：３０～ 

 

 

◆セッションⅤ                      １０：００～１１：４０ 

部会③ 台湾総統選挙と台湾海峡情勢の展望 

（会場 ４５５教室）    

責任者  門間理良（拓殖大学） 

報告 

 台湾政治の現状と展望―2024 年総統選挙と中台関係        福田円（法政大学） 

 台湾経済の現状と展望―両岸経済関係を中心に      伊藤信悟（国際経済研究所） 

台湾海峡における軍事情勢の現状と展望          山本勝也（笹川平和財団） 

討論                             阿南友亮（東北大学） 

司会兼討論                                増田雅之（防衛研究所） 

 

 

部会④ 日本の安全保障政策史研究の最前線           （会場 ４５７教室） 

責任者  板山真弓（国士舘大学）  

報告 

 1976 年の「防衛計画の大綱」と久保卓也            真田尚剛（立教大学） 

総合安全保障論の類型                     山口航（帝京大学） 

日米同盟における役割分担の変化と「現代化」への課題―78「指針」から安保 3 文書まで 

三百苅拓志（一橋大学大学院） 

討論                            武田悠（広島市立大学） 

司会兼討論                          佐道明広（中京大学） 

 

 

◆セッション VI                       １３：１０～１４：５０ 

部会⑤ 【自衛隊部会】日米同盟の実効性を更に高めるための課題と各自衛隊の取り組み 

（会場 ４５５教室）    

責任者  荒木淳一（川崎重工業航空宇宙システムカンパニー） 

報告 

 宇宙ドメインが陸上作戦の及ぼす影響―2014 年以降の事例から 
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                      川村幸城（陸上自衛隊教育訓練研究本部） 

 拡大抑止の信頼性に関する研究           米田光一（海上自衛隊幹部学校） 

日米同盟を巡る諸課題―「３つの C」をキーワードとして 

                                  佐久間一修（航空自衛隊幹部学校） 

司会兼討論                                 尾上定正（三井物産） 

 

 

部会⑥ 大国間競争とインド太平洋の諸同盟           （会場 ４５７教室） 

責任者  石原雄介（防衛研究所） 

報告 

大国間競争のなかの日米同盟―理論的考察           玉置敦彦（中央大学） 

尹錫悦政権の同盟管理―対北抑止と対中抑止のジレンマ    倉田秀也（防衛大学校） 

「軽い」同盟国から Deputy Sheriff へ？―豪米同盟の軌跡とオーストラリアのアイデン

ティティの変化                      永野隆行（獨協大学） 

討論                                             高原明生（東京大学） 

司会兼討論                                             佐竹知彦（青山学院大学） 

 

 

◆セッション VII                      １５：００～１６：４０ 

部会⑦ 冷戦後ヨーロッパ国際関係とウクライナ危機への道    （会場 ４５５教室） 

責任者  倉科一希（同志社大学） 

報告 

冷戦後欧州安全保障秩序の模索―CFE 条約をめぐるソ連外交 

堀田主（慶應義塾大学大学院） 

「冷戦間期」のヨーロッパと OSCE の役割           宮脇昇（立命館大学） 

冷戦後ヨーロッパ安全保障秩序と NATO           合六強（二松学舎大学） 

討論                                             石川卓（防衛大学校） 

司会兼討論                                         岩間陽子（政策研究大学院大学） 

 

 

分科会 現代日本の安全保障政策―NSC・インテリジェンス・サイバー 

（会場 ４５７教室） 

責任者  千々和泰明（防衛研究所）  

報告 

 国家安全保障会議（NSC）『司令塔』機能の政治力学       都築正泰（上智大学） 

日本のインテリジェンス・コミュニティーの統合の状況―内閣情報官の取りまとめ機能
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の評価                          小林良樹（明治大学） 

安全保障関連 3 文書決定によるサイバー分野の転換と課題   持永大（芝浦工業大学） 

討論                              小谷賢（日本大学） 

司会兼討論                         髙見澤將林（東京大学） 

 

  



7 

 

おしらせ 

 

【大会参加費】 

・レジュメ（報告要旨）集の作成費として、会員 1 千円、非会員 2 千円を大会当日受付にて

お支払いください。ただし、非会員の方で、学会より報告、討論などを依頼された方は、お

支払いいただく必要はありません。 

・懇親会参加の方は、会費 5 千円（院生会員 3 千円）を受付にてお支払い下さい。 

【非会員で聴講される方へ 事前登録のお願い 締め切り 11 月 10 日（金）】 

・学会事務局（jais@naigai-group.co.jp）に以下をお知らせください。 

① お名前、② 勤務先、③ 連絡先（住所・電話）、④ 聴講希望する部会・分科会名  

・参加登録メールをお送りしますので、それを当日受付に提示してください。 

・報告、討論を依頼された非会員の方は、事前登録の必要はありません。 

【理事会の開催予定】 

・12 月 2 日（土）12：00～13：00 452 教室 

【編集委員会の開催予定】 

・12 月 3 日（日）12：00～13：00 452 教室 

【昼食その他】 

・12 月 2 日（土）は、西校舎地下 1 階の学生食堂（生協食堂、山食）、および南校舎 3 階の

社中交歡 萬來舍、図書館旧館 1 階のカフェ八角塔が営業しております。 

・12 月 3 日（日）は、学生食堂が休業です。大学周辺にはレストランやコンビニがありま

す。 

・飲み物の自動販売機は南校舎７階と中庭にあります。 

【その他】 

・12 月 3 日（日）は、正門（南門）からしか入構できません。 

・自家用車でのご来場はできません。 

・報告、討議中の会場内での撮影、録音はやめてください。携帯電話での通話もご遠慮くだ

さい。 

・本プログラムは、やむをえない事情で一部変更される場合もあります。 

・大会の最新情報は学会ホームページ（https://is-japan.org/）をご覧ください。 
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会場アクセス 

 

○会場 慶應義塾大学・三田キャンパス「南校舎」5 階 

〒108-8345 東京都港区三田 2 丁目 15-45 

 

○交通： 

田町駅（JR 山手線／JR 京浜東北線）徒歩 8 分 

三田駅（都営地下鉄浅草線／都営地下鉄三田線）徒歩 7 分 

赤羽橋駅（都営地下鉄大江戸線）徒歩 8 分 

麻布十番駅（東京メトロ南北線／都営地下鉄大江戸線）徒歩 15 分 

 

※12 月 3 日（日）は、正門からしか入構できません。また西門には誘導係は配置しません。 
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〇キャンパスマップ 

 

南校舎 

山食 


